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「次のステージに向けて」

校長 上栗 博文

皆様，あけましておめでとうございます。今年も，本校教育活動に対する皆様の

変わらぬご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

学校では１月８日（水）に３学期の始業式を行い

ました。インフルエンザの感染拡大が心配される中

でしたので，全校生徒が集合せず，各学級で実施で

きるようリモートでの開催となりましたが，各学年

や生徒会の代表の生徒が冬休みの反省と３学期の目

標を堂々と発表してくれました。それぞれに，冬休

みの生活が充実できたことや，３学期の意気込みな

どが十分に伝わる素晴らしい発表でした。また，各学級で式に臨む生徒たちの態度

も素晴らしく，新しい年に，新たな気持ちで学校生活に取り組みたいという思いが

溢れているように感じました。３学期も生徒たちの活躍に期待したいと思います。

さて，始業式では生徒たちに今年の干支について話をしました。今年は，もちろ

ん「巳年」ですが，干支でいうと「乙巳（きのとみ 」になります。この「乙（きの）

と 」という文字は，日陰であっても成長し，しなやかに伸びる草や木を表している）

そうです。そして 「巳（み 」は蛇です。蛇は脱皮を繰り返して成長していくこと， ）

から 「復活と再生」のシンボルとして縁起の良い動物，

だといわれています。つまり 「乙巳（きのとみ 」で， ）

ある今年は，多くの困難があったり，失敗をしたりす

ることがあるかもしれませんが，それらを乗り越え，

大きな力を得ることができる一年だということです。

また，努力を重ねるほど，大きな成果を得ることがで

きるともいわれています。

まずは，この３学期。３年生は自分の進路に向けて，２年生は最高学年に向けて，

１年生は中堅学年に向けて，それぞれの準備に精一杯取り組んでくれることと思い

ます。そして，その努力が実を結び，更に大きく成長した姿で，次のステージとな

る４月の新年度を迎えることができるよう，皆様のご協力をいただきながら全職員

で支えていきたいと思います。



[川内中央中公式ブログはこちらからご覧いただけます] http://sendaichuo.blog.jp/

1月11日（土）、１年生は校区内の各小学校

（川内小・平佐西小・平佐東小・峰山小）にお

いて、ふるさとコミュニケーション科の授業を

小学校６年生と一緒に行いました。「薩摩川内

市への提言」というテーマで、小中の児童生徒

が各学校で作成したプレゼンテーション資料を

持ち寄り、交流活動を行いました。中学生はタ

ブレットを持参し、自作のプレゼン資料を基に、

小学生が作成した資料を更にグレードアップで

きるように、パワーポイントの機能や操作方法等、プレゼン能力を高めるためのアドバイスを行いました。

こうした交流活動を通して、児童生徒がふるさと薩摩川内市について考え、将来、地域社会の先頭に立っ

て活躍できる人材に育ってほしいと願っています。

/

※

進路決定に向けて ～入試始まる（３年生）～

１月に入り、３年生はいよいよ受験シーズンに入りました。それぞれが希望する上級学校の入試
日程に基づき、進路決定に向けての入試が始まっています。３年生全員が、これまでの学習の成果
を十分に発揮し、夢実現に向けて、卒業後の進路を決定してほしいと思います。頑張れ３年生！

１・２年生は、鹿児島学力・学習状況調査を実施しました。昨年度まで
は鹿児島学習定着度調査でしたが、今回から名称が変更されました。また、
調査方法もＣＢＴ方式（Computer Based Testing：コンピューターを使用
した試験方法）となり、生徒たちは、タブレットを使って５教科の問題に
挑みました。新聞報道等にもありましたが、アクセスの集中による不具合
が県内各所でみられ、本校でも２年生が一部の教科で実施日に調査を完了
することができず、別日に再調査を行いました。いくつか通信や機器のト
ラブルはありましたが、生徒たちは、タブレットの画面から問題を読み取
り、キーボードを操作して解答を入力する今回の調査に、よく取り組んで
いました。
来年度は、４月の全国学力・学習状況調査（３年生）において、理科がＣＢＴで行われます。今回の

調査の経験を生かし、生徒が学習の成果を存分に発揮できるよう取り組んでいきたいと思います。


